
講師：池 享 氏（一橋大学名誉教授） 
主要業績：『大名領国制の研究』（校倉書房、1995年）、『日本中世の歴史6 
戦国大名と一揆』（吉川弘文館、2009年）、『戦国期の地域社会と権力』（吉
川弘文館、2010年）、『日本中近世移行論』（同成社、2010年）ほか著書・論
文多数。 
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講座のみどころ 
 

 日本における中世と近世のはざまに位置づけられる戦国時代。当時
の日本では、各地で多様な人びと・集団同士が交流し、政治・生活上
の課題に取り組む「地域社会」が生み出されました。ときにそのつな
がりは、日本列島を越え、東アジア世界へ広がっていきます。 

 一方で、「地域社会」内部には、利害・価値観の衝突による紛争の
火種が潜んでいました。今度は、それに対応する新たな権力として戦
国大名が登場し、近世幕藩体制へと接続していきます。 

 交流と衝突が交差する戦国時代をどのようにみつめるか――。  

 今回の講座では、「地域社会」像と、日本内外における戦国時代研
究の動向に注目してきた池享氏にご講演を依頼しました。ご自身の研
究の出発点から、戦国時代を研究する魅力、今後の戦国時代研究の展
望まで、幅広くお話しいただきます。 
 

 歴史学の入門者のみなさんから、研究者のみなさんまで、積極的なご参加を
お待ちしております。 

 

 


